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論  文  名 ナムイ語ゾロ方言の記述言語学的研究 
 本論文は、シナ・チベット語族チベット・ビルマ語群に属するナムイ語ゾロ方言を音韻・形態・
統語の領域にわたり包括的な記述をめざした研究である。論文は全五章からなり、筆者自身のフィ
ールド調査により蓄積されたデータを用いて、各章で可能な限り多くの現象について従来の研究で
はなし得なかった網羅的にして精緻な記述を実現している。 
 第一章「序論」では、ナムイ語の系統的位置づけを研究史の流れの中で概観し、併せてナムイ語
話者の社会言語学的状況を紹介して、少数民族の現状に関する最新の報告となっている。第二章「音
論」では、ナムイ語の音声および音素体系を記述・分析している。特に声調の詳細な音響分析に基
づいて、ゾロ方言を語声調言語と規定し、その声調規則を提示したことは新しい知見である。第三
章「語及び名詞形態論」ではナムイ語の派生形態論的過程として接辞、複合、重複を指摘する。さ
らに名詞の分類に続きその下位範疇として代名詞、数詞、類別詞を論じ、名詞項の格標示に関して
は自動詞主語、他動詞の主語および目的語の標示に加え、その他の意味論的・語用論的な役割が主
に文の構成要素の順序とさまざまな後置詞により標示されることを論じている。動詞や動詞句に関
連する文法現象を扱う第四章「動詞形態論」では、ナムイ語は膠着語で SOV の基本語順を有するが、
述語が文末に立つという厳格な制約に違反しない限り、その他の構成素の順序はかなり自由である
ことを明らかにした。さらに、結合価の増減手段の提示からナムイ語に重要な動詞複合体の形態に
関わる否定標示、完了相・未完了相・状態変化相・継続相や前望相・起動相・反復相などのアスペ
クト標示、義務的または認識的なモダリティ標示、直説法・命令法・疑問法・禁止法・感嘆法・勧
奨法・許可法・願望法からなる叙法標示の多彩な方法と多様な意味用法に至る記述は詳細であり、
本論文の中でもナムイ語の興味深い現象を提示した中心的部分といえる。最終の第五章「様々な構
造」では、名詞句、動詞複合体および節を構成する要素の順序を明確に定式化した点が注目される。
さらに単文のうち特に疑問文の極性疑問文・代替（選択）疑問文・疑問詞疑問文について記述し、
さらに否定文に関しては否定辞の位置がスコープに影響を与えることが明らかにされた。 
 以上、本論文に展開された記述言語学的手法に徹したフィールド調査の成果は現代の言語理論に
も資する貴重なデータに満ちており、ナムイ語ゾロ方言に対して現時点で望み得る記述的妥当性を
達成していると判断される。本論文はその基礎的なデータを提供することによって、周辺諸言語と
の比較言語学や言語類型論を始めとする言語学諸分野の発展に寄与するところ多大なるものがあ
る。 
 よって、本論文の提出者は、博士（文学）の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認め
られる。 
